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練
馬
区
で
は
58
・
28

板
橋
区
56
・
57
％
に

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
10
日
に
終
わ
っ
た
。
自
民
党
の
圧
勝
と

な
っ
た
要
因
の
一
つ
に
、
今
回
か
ら
導
入
さ
れ
た
18
・
19
歳
有
権
者
た
ち
の

意
識
に
注
目
し
た
い
。
全
都
の
投
票
率
は
57
・
50
％
。
練
馬
区
で
は
58
・

28
％
（
前
回
　
平
成
25
年
は
54
・
54
％
、
平
成
22
年
60
・
39
％
）
。
板
橋
区

は
56
・
57
％
。
有
権
者
数
を
見
る
と
、
全
都
１
１
１
５
万
７
９
９
１
。
投
票

者
数
６
４
１
万
５
５
５
４
。
当
選
者
順
位
で
は
、
全
都
・
練
馬
区
・
板
橋
区
と

も
１
位
か
ら
３
位
ま
で
変
動
な
い
が
、
４
位
は
都
・
板
橋
が
山
添
　
拓
、
練
馬

小
川
敏
夫
。
５
位
は
都
・
板
橋
が
朝
日
健
太
郎
、
練
馬
　
山
添
　
拓
。
６
位
は

都
が
小
川
敏
夫
、
練
馬
　
朝
日
健
太
郎
、
板
橋
　
田
中
康
夫
と
な
っ
た
。

▽
１
位
＝
光
が
丘
第
三
中

70
・
23
▽
２
位
＝
光
が
丘
春

の
風
小
67
・
19
▽
３
位
＝
光

が
丘
第
八
小
63
・
44
▽
４

位
＝
田
柄
中
62
・
99
▽
５

位
＝
光
が
丘
四
季
の
香
小

62
・
97
▽
６
位
＝
光
が
丘
第

四
中
＝
60
・
81
▽
７
位
＝
春

日
町
青
少
年
館
59
・
21
▽
８

位
＝
田
柄
第
二
小
　
練
馬
小

58
・
47
▽
９
位
＝
田
柄
小

57
・
38
▽
10
位
＝
北
町
西

小
＝
55
・
98
▽
11
位
＝
旭
町

小
55
・
91
▽
12
位
＝
豊
溪
小

55
・
68
▽
13
位
＝
八
坂
中

55
・
87
▽
14
位
＝
高
松
小

55
・
01

本
紙
関
係
分
の
投
票
率



◇
初
代
＝
安
井
誠
一
郎

１
９
４
７
（
昭
和
22
年
５

月
か
ら
１
９
５
９
（
同
34
）

年
４
月
　
旧
内
務
官
僚

最
後
の
東
京
都
長
官
…
…

戦
後
復
興
　
夢
の
島
ゴ
ミ

埋
め
立
て
開
始

◇
２
代
目
＝
東
　
龍
太

郎
　
１
９
５
９
（
昭
和
34
）

年
４
月
〜
１
９
６
７
（
同

42
）
年
４
月
　
医
学
者

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
委
員
…
…
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
と
姉
妹
都
市
提
携

東
京
五
輪
の
開
催

◇
３
代
目
＝
美
濃
部
亮

吉
　
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
４
月
〜
１
９
７
９
（
同

54
）
年
４
月
　
経
済
学
者

東
京
教
育
大
教
授
…
…
70

歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化

都
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
全
廃

◇
４
代
目
＝
鈴
木
俊
一

１
９
７
９
（
昭
和
54
）

年
４
月
〜
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
４
月
　
旧
内
務

官
僚
　
内
閣
官
房
副
長
官
　

都
副
知
事
…
…
臨
海
副

都
心
開
発
　
都
庁
舎
の
新

宿
移
転

◇
５
代
目
＝
青
島
幸
男

１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
４
月
〜
１
９
９
９
（
同

11
年
）
４
月
　
放
送
作
家

作
家
　
俳
優
　
参
議
院

議
員
…
…
世
界
都
市
博
の

中
止
　
臨
海
副
都
心
開
発

の
見
直
し

◇
６
代
目
＝
石
原
慎
太

郎
　
１
９
９
９
（
平
成
11
）

年
４
月
〜
２
０
１
２
（
同

24
）
年
10
月
　
作
家
　
衆
・

参
議
院
議
員
　
運
輸
相
…

…
都
独
自
の
認
証
保
育
所

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
排
ガ
ス

規
制
　
新
銀
行
東
京
の
開

業
◇
７
代
目
＝
猪
瀬
直
樹

２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
12
月
〜
２
０
１
３
（
同

25
）
年
12
月
　
作
家
　
副

知
事
…
…
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致

◇
８
代
目
＝
舛
添
要
一

２
０
１
４
（
平
成
26
）

年
２
月
〜
２
０
１
６
（
同

28
）
年
６
月
　
国
際
政
治

学
者
　
参
議
院
議
員
　
厚

生
労
働
相
…
…
都
市
外
交

の
推
進
　
五
輪
競
技
施
設

の
整
備
見
直
し

歴
代
の
東
京
都
知
事

 

▽
高
橋
尚
吾
　
32
歳

元
福
祉
施
設
職
員
　
無
新

▽
谷
山
雄
二
朗
　
43
歳
　

映
像
配
信
会
社
長
　
無
新

▽
桜
井
　
誠
　
44
歳
　
作

家
　
無
新
▽
鳥
越
俊
太
郎

76
歳
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
　
無
新
（
民
進
、
共
産
、

社
民
、
生
活
）
▽
増
田
寛

也
　
64
歳
　
元
総
務
相

無
新
（
自
民
、
公
明
、
こ

こ
ろ
）
▽
マ
ッ
ク
赤
坂
　

67
歳
　
財
団
法
人
代
表
　

無
新
▽
山
口
敏
夫
　
75
歳

元
労
相
　
諸
新
▽
山
中

雅
明
　
52
歳
　
政
治
団
体

代
表
　
諸
新
▽
後
藤
輝
樹

33
歳
　
便
利
屋
業
　
無

新
▽
岸
本
雅
吉
　
63
歳

医
療
法
人
理
事
長
　
無
新

▽
小
池
百
合
子
　
64
歳
　

元
防
衛
相
　
無
新
▽
上
杉

隆
　
48
歳
　
キ
ャ
ス
タ
ー
　

無
新
▽
七
海
ひ
ろ
こ

31
歳
　
幸
福
実
現
党
役
員

諸
新
▽
中
川
暢
三
　
60

歳
　
元
大
阪
市
北
区
長

無
新
▽
関
口
安
弘
　
64
歳
　

建
物
管
理
業
　
無
新
▽

立
花
孝
志
　
48
歳
　
政
治

団
体
代
表
　
諸
新
▽
宮
崎

正
弘
　
61
歳
　
日
大
教
授

無
新
▽
今
尾
貞
夫
　
76

歳
　
泌
尿
器
科
医
師
　
無

新
▽
望
月
義
彦
　
51
歳

会
社
社
長
　
無
新
▽
武

井
直
子
　
51
歳
　
元
学
習

塾
講
師
　
無
新
▽
内
藤
久

遠
　
59
歳
　
石
油
化
学
会

社
員
　
無
新

（
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
・

支
持
政
党
）

都
知
事
選
立
候
補
者

21

全
国
で
は
、
18
歳
51
・

17
％
、
19
歳
39
・
66
％
、

10
代
計
、
45
・
45
％
。

東
京
都
は
、
18
歳
60
・

53
％
、
19
歳
41
・
44
％
、

10
代
計
、
51
・
11
％
。

練
馬
区
は
、
18
歳
64
・

08
％
、
19
歳
57
・
52
％
、

10
代
計
、
60
・
70
％
。

参
院
選
10
代
の
投
票
率

都
選
挙
管
理
委
員
会
が

13
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿

登
録
者
数
を
ま
と
め
た
と

こ
ろ
、
都
内
の
有
権
者
数

は
１
１
２
７
万
４
０
８
０

と
な
り
、
前
回
の
知
事
選

告
示
日
前
日
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
１
月
22
日

と
比
べ
る
と
、
18
歳
選
挙

権
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
な

ど
で
、
45
万
３
５
１
３
人

増
加
と
な
っ
た
。

都
知
事
選
の
有
権
者
数

前
回
よ
り
45
万
増
加

７
月
31
日
、
第
９
代
東
京
都
知
事
選
が
投
開
票
さ
れ
、
小
池
百
合
子
氏

が
２
９
１
万
２
６
２
８
票
で
ト
ッ
プ
当
選
し
た
。
全
都
の
投
票
率
は
59
・

73
％
、
練
馬
区
は
61
・
14
％
、
板
橋
区
は
58
・
78
％
。
本
紙
関
係
分
で

は
光
三
中
区
が
72
・
39
％
と
い
う
あ
い
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
を
維
持
し
た
。

新
都
知
事
に
小
池
百
合
子



【
田
柄
】

◇
金
魚
ま
つ
り
＝
７
月

24
日
　
愛
宕
神
社

◇
納
涼
盆
踊
り
大
会
＝

８
月
５
・
６
日
　
会
場
　

愛
宕
神
社
　
19
時
〜
21
時

30
分
　
　

◇
田
柄
え
ん
に
ち
＝
８

月
27
日
　
会
場
　
田
柄
地

区
区
民
館
　
12
時
〜
15
時

【
光
が
丘
】

◇
第
７
地
区
祭
　
夏
祭

り
盆
踊
り
大
会
＝
７
月

30
・
31
日
　
会
場
　
む
つ

み
台
団
地
中
庭
　
14
時
30

分
〜
21
時

◇
夏
の
雲
公
園
ま
つ

り
＝
８
月
19
日
　
16
時
〜

21
時
　
20
日
　
15
時
〜
21

時
◇
い
ち
ょ
う
通
り
八
番

街
　
夏
ま
つ
り
＝
８
月
20

日

◇
ゆ
り
の
木
夏
ま
つ

り
＝
８
月
27
・
28
日
　
会

場
　
光
が
丘
ゆ
り
の
木
商

店
街【

高
松
】

◇
盆
踊
り
大
会
＝
７
月

23
・
24
日
　
会
場
　
高
松

中
央
公
園

【
旭
町
】

◇
納
涼
盆
踊
り
大
会
＝

８
月
４
・
５
日
　
会
場

八
丁
堀
神
社
　
19
時
〜
21

時
　

 

 

金魚まつりが7月24日愛宕神社で

開かれ、昔懐かしい特大金魚鉢に

数種の金魚が泳いでいた。

金魚すくいは
何よりも楽しい思い出

各
地
の
行
事

むつみ台団地で
夏祭り・盆踊り大会

7月30・31日の土日、練馬区第七地区祭・光が丘会場として開

催された。初日は晴天に恵まれたが、終日には天気雨にみまわれ

たが、元気な参加者たちがエコステーションを設けてにぎわった。



光が丘公園けやき広場での出店に世界の味が

I M Aタクシー乗り場で待機する踊り子たち19年ぶりに、10時より15時30分まで光が丘中央大通りで舞う

I M A南からふれあいの径への道路でも待機

ふれあいの径での観客たち、例年より整然としていた

7月16日から18日まで延べ70万人が酔ったステージでは各チームの応援旗がひるがえった

ステージの前に設置された審査員席

第
10
回
よ
さ
こ
い
光
が

丘
（
主
催
　
よ
さ
こ
い
祭

り
ｉ
ｎ
光
が
丘
公
園
実
行

委
員
会
　
委
員
長
　
高
橋

昌
和
）
が
、
７
月
16
日
か

ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、

開
催
さ
れ
た
。
天
の
恵
み

か
梅
雨
の
晴
れ
間
の
下
66

チ
ー
ム
（
踊
り
子
　
約
２

５
０
０
）
が
、
こ
れ
ま
で

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
。

ど
の
顔
も
欣
喜
雀
躍
、
観

客
ら
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な

か
っ
た
。

踊
り
子
た
ち
の
青
年
有

志
が
最
終
日
の
18
日
、
会

場
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る

姿
も
見
ら
れ
、
出
店
者
た

ち
も
身
を
正
し
、
よ
り
よ

い
祭
り
を
参
加
者
全
員
で

目
指
し
て
い
る
。

こ
の
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」

は
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）

年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年

で
通
算
20
回
目
。
練
馬
区

独
立
50
周
年
、
地
下
鉄
12

号
線
、
新
宿
駅
延
伸
開
通

（
光
が
丘
駅
か
ら
練
馬
駅

ま
で
開
通
）
を
記
念
し
て

第
１
回
目
を
試
み
た
と
こ

ろ
、
３
チ
ー
ム
１
３
０
人

が
参
加
し
た
。
併
せ
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
が
東
京
で

は
稀
有
な
事
と
し
て
全
国

巡
回
の
第
１
会
場
と
し
て

光
が
丘
公
園
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
放
映
、
約
２
５
０
人

が
参
加
し
た
。
左
の
表
は

こ
れ
ま
で
の
歴
史
。

【
入
賞
者
】

▽
高
知
県
知
事
賞
＝
ぞ

っ
こ
ん
町
田
'98
▽
練
馬
区

長
賞
＝
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
集
団
　
迫
　
ー
Ｈ

Ａ
Ｋ
Ｕ
ー
▽
よ
さ
こ
い
光

が
丘
大
賞
＝
舞
華
▽
光
が

丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
賞
＝
Ｖ
Ｏ
Ｇ
Ｕ

Ｅ
ー
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
▽

光
が
丘
新
聞
社
賞
＝
百
物

語
▽
光
が
丘
連
合
協
議
会

賞
＝
東
京
メ
ト
ロ
シ
ー
ブ

ル
ー
▽
練
馬
区
商
店
街
連

合
会
賞
＝
夏
舞
徒
▽
青
森

県
鯵
ヶ
沢
観
光
協
会
賞
＝

朝
霞
鳴
子
一
族
め
組
▽
商

連
第
９
ブ
ロ
ッ
ク
賞
＝
所

沢
風
炎
祇
神
伝
〜
雅
〜
▽

よ
さ
こ
い
旗
手
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
大
賞
＝
朝
霞
鳴
子

人
魚
姫
▽
第
10
回
記
念
特

別
賞
＝
鳴
子
光
丘
▽
第
10

回
記
念
特
別
賞
＝
響
　

【
審
査
員
】

▽
委
員
長
＝
清
水
智
子

▽
委
員
＝
高
知
県
東
京
事

務
所
副
所
長
・
山
地
　
和

入
江
潤
一
　
渡
　
健

橋
本
　
正
　
粒
良
三
夫





東
京
23
区
公
団
住
宅
自
治

会
協
議
会
（
略
称
　
23
区
自

治
協
）
の
第
37
回
定
期
総
会

が
６
月
５
日
、
江
東
区
「
テ

ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
24
団
地
自
治

会
１
１
３
名
が
参
加
、
ゆ
り

の
木
通
り
北
自
治
会
か
ら
は

塩
原
会
長
、
原
島
住
宅
対
策

部
長
、
石
橋
、
小
野
、
本
部

の
各
幹
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
開
会
の
挨
拶
に
続

き
、
議
長
、
書
記
、
議
事
運

営
委
員
を
選
出
し
て
議
事
に

入
り
、「
議
案
書
」
に
基
づ
き

各
担
当
幹
事
か
ら
２
０
１
５

年
度
の
活
動
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
と
２
０
１
６

年
度
活
動
方
針
案
・
予
算
案

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
７
名
の
会
員
か
ら
家
賃

問
題
、
外
国
人
居
住
者
問
題
、

駐
車
場
問
題
、
財
政
問
題
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
質
疑

応
答
を
経
て
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
催

さ
れ
、
各
自
治
会
の
紹
介
を

行
な
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

15
年
度
は
「
家
賃
ル
ー
ル
」

改
悪
に
対
し
、
団
地
居
住
者

の
意
見
書
提
出
や
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
を
行
な
い
、

高
齢
者
、
低
所
得
者
に
対
す

る
特
別
措
置
（
15
万
８
０
０

０
円
か
ら
10
万
４
０
０
０
円

に
下
げ
る
）
を
撤
回
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か

し
、
家
賃
改
定
の
期
日
に
つ

い
て
は
３
年
ご
と
が
２
年
ご

と
に
な
り
、
か
つ
改
定
日
が

個
々
の
居
住
者
契
約
日
に
な

る
な
ど
今
後
の
運
動
の
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
活
動
基
本

方
針
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
、
家
賃
は
団
地
居
住
者

の
実
態
を
直
視
、
収
入
に
応

じ
た
家
賃
制
度
を
目
指
し
ま

す
。２

、
公
団
住
宅
の
売
却
、

消
滅
、
民
営
化
に
反
対
し
、

公
共
住
宅
と
し
て
守
り
ま
す
。

３
、
２
０
１
４
年
の
家
賃

値
上
げ
に
抗
議
、
高
家
賃
引

き
下
げ
、
公
共
住
宅
が
公
営

住
宅
に
準
じ
た
家
賃
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
高
齢
者
や
子

育
て
世
帯
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
国
会
議
員
と
連
携
を
深

め
、
議
会
、
区
議
会
に
働
き

か
け
を
進
め
ま
す
。

４
、
公
共
住
宅
へ
の
定
期

借
家
制
度
の
幅
広
い
導
入
に

反
対
し
、
試
行
実
施
の
撤
回

を
要
求
し
ま
す
。

５
、
都
市
機
構
が
自
治
会

と
自
治
協
に
約
束
し
て
き
た

修
繕
・
団
地
環
境
改
善
な
ど

諸
事
項
に
つ
い
て
引
き
続
き

守
る
よ
う
運
動
を
進
め
ま
す
。

共
益
費
の
運
用
に
あ
た
っ
て

は
自
治
会
と
話
し
合
い
、
使

途
明
細
に
基
づ
き
引
き
下
げ

を
要
求
し
ま
す
。
管
理
費
の

競
争
入
札
反
対
、
居
住
者
の

利
益
に
な
る
運
営
を
要
求
し

ま
す
。

６
、
都
市
機
構
は
、
法
人

入
居
者
、
外
国
人
入
居
者
な

ど
に
と
も
な
う
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
の
管
理
責
任

を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。

７
、
高
齢
者
向
け
有
料
賃

貸
住
宅
の
継
続
を
要
求
し
、

高
齢
者
住
宅
拡
充
を
求
め
ま

す
。８

、
超
高
層
団
地
の
抱
え

る
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
都

市
機
構
と
話
し
合
い
を
進
め

ま
す
。

９
、
来
客
用
駐
車
場
の
拡

充
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
・
オ

ー
ト
バ
イ
置
場
の
新
増
設
な

ど
環
境
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。10

、
自
治
会
と
自
治
協
強

化
の
た
め
加
入
を
促
進
し
組

織
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

11
、
東
京
23
区
公
団
住
宅

自
治
会
協
議
会
の
財
政
基
盤

確
立
の
た
め
自
治
会
の
協
力

得
な
が
ら
事
業
活
動
を
進
め

ま
す
。

12
、
自
治
会
の
交
流
と
連

携
を
深
め
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
開
催
や
諸
行
事
を
企
画
し

ま
す
。

13
、
全
国
公
団
住
宅
自
治

会
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

全
国
統
一
行
動
を
は
じ
め
全

国
的
な
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

14
、
公
団
住
宅
の
暮
ら
し

と
平
和
に
か
か
わ
る
課
題

（
後
期
高
齢
者
制
度
・
年
金
問

題
・
原
子
力
の
見
直
し
等
々
）

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
消
費
税
の
税
率

引
き
上
げ
に
反
対
し
食
品
へ

の
税
率
の
引
き
下
げ
を
要
求

し
ま
す
。
原
子
力
発
電
を
や

め
さ
せ
、
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
転
換
さ
せ
ま
す
。

15
、
公
共
住
宅
を
増
や
し

て
い
く
運
動
や
、
高
齢
者
や

子
育
て
世
帯
へ
の
家
賃
補
助

施
策
の
推
進
を
求
め
居
住
の

権
利
を
守
る
運
動
を
他
団
体

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

16
、
東
京
直
下
型
地
震
に

そ
な
え
防
災
対
策
を
抜
本
的

に
見
直
し
ま
す
。
機
構
と
江

東
区
の
防
災
協
定
を
評
価
し
、

他
の
自
治
体
と
機
構
の
防
災

協
定
を
推
進
し
ま
す
。

（
住
宅
対
策
部
）

練
馬
区
で
は
狭
あ
い
道

路
に
接
し
た
敷
地
で
建
物

を
建
て
る
場
合
、
道
路
拡

幅
に
掛
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
。
助
成

金
の
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
問
合
せ
か
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
住
ま
い
・

交
通
・
道
路
」
の
「
宅

地
・
建
物
」
の
参
照
を
。

【
狭
あ
い
道
路
と
は
】

幅
が
４
㍍
未
満
の
狭
い

道
路
の
こ
と
を
い
い
、
区

内
に
も
多
数
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
「
狭
あ
い
道
路
」

は
、
災
害
時
の
安
全
性
・

通
行
の
利
便
性
向
上
や
快

適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
拡
幅

す
る
こ
と
が
必
要
。

【
助
成
の
対
象
と
な
る

道
路
】

幅
が
４
㍍
に
満
た
な
い

道
路
（
建
築
基
準
法
第
42

条
第
２
項
の
道
路
、
位
置

指
定
道
路
な
ど
）。

【
助
成
の
対
象
と
な
る

工
事
】

拡
幅
整
備
を
す
る
場
合

次
の
①
〜
③
の
工
事
が
必

要
。①

工
作
物
の
撤
去

道
路
に
な
る
後
退
用
地

や
、
す
み
切
り
用
地
内
に

あ
る
既
存
の
門
・
塀
・
擁

壁
の
撤
去
、
水
道
メ
ー
タ

ー
・
排
水
ま
す
の
移
設
、

樹
木
の
移
植
な
ど
の
工
事

②
Ｌ
形
側
溝
な
ど
の
撤

去
・
新
設

拡
幅
後
の
道
路
と
敷
地

と
の
境
界
が
分
か
る
よ
う

に
、
道
路
側
に
Ｌ
形
側
溝

な
ど
を
設
置
す
る
工
事

③
舗
装

後
退
用
地
や
、
す
み
切

り
用
地
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
舗

装
す
る
工
事

【
助
成
内
容
】

い
ず
れ
も
販
売
を
目
的

と
し
な
い
場
合
に
限
る
。

◇
個
人
の
場
合

前
記
①
〜
③
に
掛
か
る

費
用
の
ほ
か
、
擁
壁
設
置

工
事
費
、
事
務
経
費
（
申

請
に
必
要
な
書
類
の
作
成

な
ど
に
要
す
る
費
用
）
に

対
し
て
助
成
す
る
。
ま
た
、

公
道
に
接
す
る
後
退
用
地

を
区
に
寄
付
し
た
場
合
に

は
、
塀
な
ど
の
設
置
費
用

や
花
壇
の
設
置
・
植
樹
費

用
な
ど
に
つ
い
て
も
助
成

す
る
。
私
道
に
接
す
る
後

退
用
地
の
寄
付
は
受
け
ら

れ
な
い
。

◇
法
人
の
場
合

主
に
前
記
②
に
掛
か
る

費
用
に
な
る
。
そ
の
他
の

助
成
も
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
の
で
問
合
せ
を
。

問
合
せ
　
道
路
拡
幅
助

成
係
　
区
役
所
本
庁
舎
15

階
　
☎
（
５
９
８
４
）
１

９
８
５

 

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
団
住
宅
を
目
指
し
て
！

―
東
京
23
区
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
第
37
回
定
期
総
会
の
報
告
―

▽
舞
台
設
営
・
骨
組
み
＝

15
人
　
８
月
21
日
（
日
）
９

時
〜
11
時
▽
同
・
仕
上
げ
＝

15
人
　
27
日
（
土
）
９
時
〜

12
時
▽
同
・
撤
収
＝
15
人
　

９
月
４
日
（
日
）
９
時
〜
10

時
▽
テ
ン
ト
設
営
＝
10
人
　

26
日
（
金
）
19
時
30
分
〜

20
時
30
分
▽
会
場
設
営
＝

15
人
　
27
日
（
土
）
10
時

〜
15
時
　
28
日
（
日
）
13

時
〜
15
時
▽
警
備
・
清
掃
＝

15
人
　
27
日
（
土
）
16
時

〜
22
時
　
28
日
（
日
）
16

時
〜
22
時
▽
本
部
・
ス
テ
ー

ジ
＝
５
人
　
27
日
（
土
）
16

時
〜

22
時
　

28
日
（
日
）

16
時
〜
22
時
▽
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー
＝
15
人
　
27
日
（
土
）

14
時
〜
19
時
　
28
日
（
日
）

14
時
〜
19
時

夏
ま
つ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
大
同
生
命
保
険
株
式
会

社
　
池
袋
支
社
　
遠
藤
澄
子

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｎ

Ａ
Ｓ
光
が
丘
　
支
配
人
　
内

田
京
香

▽
㈱
新
都
市
ラ
イ
フ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
光
が
丘
事

業
本
部
　
管
理
部
　
次
長
　

春
口
和
義

▽
齋
藤
畳
店
　
代
表
　
齋

藤
友
義

▽
㈿
日
本
写
真
家
ユ
ニ
オ

ン
　
宅
島
正
二

▽
㈲
エ
コ
・
セ
フ
テ
ィ
営

業
本
部
長
　
吉
野
　
巌

▽
光
が
丘
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ

ブ
　
齋
藤
繁
夫

▽
大
人
の
た
め
の
学
習
サ

ー
ク
ル
　
主
宰
　
石
垣
　
歩

▽
み
ず
ほ
銀
行
　
光
が
丘

支
店
　
渉
外
課
　
松
尾
　
潤



▽
㈱
ス
ワ
ニ
ー
（
渋
谷

区
千
駄
ヶ
谷
２
）
＝
体
を

支
え
る
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク

ス
ワ
ニ
ー
を
販
売
し
て
好

評
を
得
て
い
る
。
違
い
が

分
か
る
大
人
が
好
む
本
格

商
品
は
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
専
門
店

街
１
階
ラ
パ
ッ
ク
ス
光
が

丘
店
で
も
見
ら
れ
る
。
直

営
店
は
、
大
江
戸
線
国
立

競
技
場
駅
Ａ
２
番
出
口
よ

り
徒
歩
で
行
け
る
。
メ
ー

カ
ー
の
商
品
が
す
べ
て
見

ら
れ
る
。
そ
の
際
、
本
紙

７
５
３
号
（
28
年
７
月
５

日
）
を
持
参
す
る
と
３
６

０
㍉
缶
が
６
本
入
る
保
冷

バ
ッ
ク
が
も
ら
え
る
。

営
業
時
間
は
11
時
か
ら

19
時
。

Tel
（
６
４
３
２
）
９
４
０
１

 

【
Ｉ
Ｍ
Ａ
南
館
】

▽
俊
英
館
（
３
階
）
＝

中
１
・
２
年
対
象
の
英

語
・
数
学
・
国
語
の
３
教

科
を
全
日
程
10
日
間
集
団

授
業
を
無
料
で
行
う
。
小

学
生
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
は
、
学
習
状

況
に
応
じ
た
希
望
講
座
の

受
講
。
各
科
目
の
重
要
単

元
が
夏
休
み
に
復
習
で
き

る
６
年
生
が
５
年
生
の
講

座
を
受
講
す
る
な
ど
他
学

年
の
講
座
の
受
講
も
。
こ

れ
ら
は
日
時
を
都
合
に
合

わ
せ
選
択
可
能
。
今
な
ら

２
講
座
ま
で
無
料
。
ち
な

み
に
１
講
座
の
受
講
料
は

２
１
６
０
円
か
ら
４
３
２

０
円
。
入
館
の
方
は
、
入

会
金
無
料
、
８
月
10
日
ま

で
の
手
続
き
で
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
１
万
円
。

Tel
（
５
９
６
７
）
２
３
３
１

体
を
支
え
る
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク

分
か
り
易
い
授
業
の
無
料
講
座
も

▽
南
部
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
５
丁
目
）
＝
ジ
ュ
ニ
ア

夏
休
み
７
日
間
ト
ラ
イ
コ

ー
ス
実
施
中
。
８
月
28
日

ま
で
の
都
合
の
良
い
日
に

体
験
で
き
る
。
入
会
金
・

ラ
ケ
ッ
ト
不
要
。
料
金
は

St
１
万
２
０
０
０
円
、
Jr

１
万
６
０
０
０
円
、
中
１

か
ら
高
校
生
の
JⅠ
は
１
万

７
０
０
０
円
。
定
員
各
15

名
。５

歳
か
ら
小
３
の
St
と

小
３
か
ら
小
６
ま
で
の
Jr

ク
ラ
ス
に
入
会
す
る
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
ラ
ケ
ッ
ト
リ
ュ

ッ
ク
と
ラ
ケ
ッ
ト
が
も
ら

え
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
夏
休
み
３
日

間
早
朝
テ
ニ
ス
は
、
小
３

か
ら
小
６
で
８
月
10
・

11
・
12
日
８
時
か
ら
９

時
、
料
金
は
５
０
０
０
円
。

料
金
は
す
べ
て
税
込

み
。
無
料
駐
車
場
完
備
。

Tel
（
３
９
９
０
）
８
０
０
０

入
会
金
と
ラ
ケ
ッ
ト
が
無
料

○

○

く

れ

ま

ち

す

あ
た
な
の
美
し
さ
は
　
平
和
な
心
を
　
呼
び
起
こ
す

自
分
が
一
番
に
な
る
た
め
に
　
相
手
を
け
お
と
す

み
に
く
い
戦
い
　
冷
た
く
な
る
人
び
と

こ
れ
は
　
戦
い
で
す
　
と
い
っ
て
　
平
然
と
し
て
い
る

あ
な
た
を
見
て
い
る
と
　
心
が
安
ら
ぐ

遠
い
昔
　
空
を
見
上
げ
て
　
語
り
か
け
た

こ
の
世
界
が
　
宇
宙
が
　
笑
顔
に
　
な
る
よ
う
に

て
っ
せ
ん

○

○



郷
土
資
料
館
（
赤
塚
５

ー
35
ー
25
）
で
、
収
蔵
作

品
展
「
刷
り
物
〜
日
本
の

名
所
と
風
景
〜
」
が
９
月

11
日
ま
で
開
か
れ
て
い

る
。
同
館
は
１
９
９
０

（
Ｈ
２
）
年
開
館
。
数
多

く
の
「
刷
り
物
」
が
購
入

や
寄
贈
に
よ
り
収
集
さ
れ

て
お
り
、
現
在
１
０
０
０

点
余
り
。
今
回
は
、
日
本

各
地
の
名
所
や
風
景
が
描

か
れ
た
江
戸
末
期
か
ら
大

正
初
期
の
刷
り
物
85
点
を

展
示
す
る
。
板
橋
区
（
８

点
）
東
京
都
（
21
点
）
関

東
（
22
点
）
東
北
（
４
点
）

富
士
山
（
５
点
）
北
陸
・

東
海
（
５
点
）
畿
内
（
13

点
）
中
国
地
方
（
５
点
）

九
州
（
２
点
）
で
ミ
ニ
旅

行
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
展

示
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
厳
島
神
社
頭
之
図
」（
１

８
５
８
年
の
作
品
）
は
、

世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

広
島
県
・
厳
島
神
社
の
江

戸
末
期
の
姿
を
鳥
瞰
的
に

伝
え
る
興
味
深
い
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
「
展
示
資

料
を
見
て
、
な
か
な
か
旅

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
当
時
の
人
々
が
、
各

地
の
名
所
・
絶
景
に
ど
の

よ
う
な
思
い
を
は
せ
た
の

か
知
っ
て
欲
し
い
」
と
同

館
職
員
。

８
月
27
日
（
土
）
13
時

か
ら
40
分
程
度
、
展
示
解

説
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
希

望
者
は
直
接
開
場
へ
。

入
館
無
料
、
開
館
時
間

９
時
30
分
〜
17
時
、
月
曜

休
館
。

世
界
で
一
番
住
ん
で

み
た
い
街
は
ど
こ
か
。

プ
ラ
ハ
（
チ
ェ
コ
）、
ブ

タ
ペ
ス
ト
（
ハ
ン
ガ
リ

ー
）、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
（
ブ
ラ
ジ
ル，

最
近

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に

治
安
が
悪
化
し
て
い
る

ら
し
い
が
）、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
（
カ
ナ
ダ
）、
ク
ア

ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル
（
マ

レ
ー
シ
ア
）
…
等
色
々

あ
る
が
、
検
討
項
目
と

し
て
、
安
心
・
安
全
・

快
適
・
利
便
・
費
用
等

の
各
面
と
街
の
大
き

さ
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ

等
が
あ
る
。
こ
の
フ
レ

ン
ド
リ
ー
さ
を
含
め
抜

群
な
の
は
、
パ
ー
ス

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で

は
な
い
か
と
思
う
。

パ
ー
ス
は
昔
、「
兼
高

か
お
る
世
界
の
旅
」
と

い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
あ

り
、
世
界
中
を
旅
し
た

兼
高
か
お
る
が
「
世
界

で
一
番
住
ん
で
み
た
い

街
」
と
し
て
挙
げ
、
ま

た
、
最
も
暮
ら
し
や
す

い
都
市
と
し
て
の
世
界

ト
ッ
プ
10
の
一
つ
に
選

ば
れ
た
り
、「
世
界
で
一

番
美
し
い
都
市
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
国

際
都
市
で
あ
る
。
気
候

は
地
中
海
性
気
候
で
夏

は
17
〜
30
℃
で
あ
る
が

乾
燥
し
て
い
て
日
本
の

よ
う
な
蒸
暑
さ
は
な
く
、

冬
は
８
〜
18
度
で
あ
ま

り
寒
く
な
い
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
全
土
の
約
３

分
の
１
を
占
め
る
広
大

な
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
の
州
都
で
１
８
２
９

年
か
ら
英
国
植
民
地
と

し
て
開
拓
さ
れ
、
発
展

し
て
き
た
。
１
８
９
０

年
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
期
を
迎
え
開
拓
が
一

気
に
進
ん
だ
と
い
う
。

街
の
中
心
を
ス
ワ
ン

川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、

近
代
的
高
層
ビ
ル
デ
イ

ン
グ
と
緑
豊
か
な
自
然

が
共
存
す
る
明
る
く
開

放
的
な
街
で
あ
る
。
一

流
の
交
響
楽
団
や
公
共

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
博
物

館
等
文
化
施
設
も
充
実

し
、
市
内
で
縦
横
に
走

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
利
用
し
た
自
転
車

で
の
市
内
探
訪
も
。
市

内
を
一
望
で
き
る
キ
ン

グ
ス
・
パ
ー
ク
や
珍
し

い
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン

（
黒
鳥
）
が
群
れ
遊
ぶ
レ

イ
ク
・
モ
ン
ガ
ー
、
シ

テ
ィ
ラ
イ
フ
の
中
で
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
で

楽
し
め
る
近
く
で
の
ゴ

ル
フ
等
良
質
な
生
活
を

約
束
し
て
く
れ
る
も
の

が
揃
っ
て
い
る
。
近
郊

で
は
、
石
化
し
た
原
生

林
の
よ
う
な
ピ
ナ
ク
ル

ス
、
巨
大
な
波
が
一
瞬

に
し
て
凍
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
ウ
エ
ー
ブ
・

ロ
ッ
ク
、
イ
ン
ド
洋
に

面
し
た
港
町
フ
リ
ー
マ

ン
ト
ル
と
そ
れ
に
続
く

夕
陽
の
美
し
い
サ
ン
セ

ッ
ト
コ
ー
ス
ト
な
ど
。

た
だ
こ
の
美
し
い
手
つ

か
ず
の
自
然
と
透
明
な

ビ
ー
チ
の
海
岸
線
に
も

世
界
共
通
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
他
の
漂
着
等
の
悩

み
が
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
。ワ

イ
ン
や
チ
ー
ズ
も

美
味
し
く
、
至
福
の
ひ

と
と
き
が
味
わ
え
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、

パ
ー
ス
の
人
は
フ
レ
ン

ド
リ
ー
。
街
や
ス
ワ
ン

川
の
川
べ
り
を
散
歩
し

て
い
る
旅
行
者
達
へ

次
々
に
「
こ
ん
な
遠
い

所
に
よ
う
こ
そ
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。」
と
か

「
僕
も
日
本
に
行
っ
た

よ
。
レ
ー
ス
に
。」
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
貼
っ
て
あ

る
小
さ
い
漢
字
を
指
差

し
て
話
し
て
く
れ
る
等
、

声
を
掛
け
ら
れ
気
分
を

良
く
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
広
い
の
で
、

１
回
目
シ
ド
ニ
ー
・
キ

ャ
ン
ベ
ラ
、
２
回
目
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
・
ケ
ア

ン
ズ
、
そ
し
て
娘
の
結

婚
式
で
行
っ
た
パ
ー
ス

で
３
回
目
と
な
る
が
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
で
は

パ
ー
ス
が
一
番
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
移
住
に
つ

い
て
、
パ
ー
ス
市
民
１

５
５
万
人
の
内
、
30
％

を
超
え
る
人
々
が
海
外

出
身
者
で
、
３
０
０
０

人
以
上
の
日
本
人
が
永

住
し
て
い
る
と
い
う
。

光
が
丘
と
住
ん
で
み

た
い
街
パ
ー
ス
の
共
通

す
る
点
は
、
安
心
・
安

全
・
快
適
・
利
便
の
各

面
の
他
、
適
度
な
人
影
、

豊
か
な
緑
と
美
し
い
環

境
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
パ
ー
ス
か
ら
学

ぶ
も
の
を
挙
げ
る
と
す

る
と
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

さ
（
人
の
ぬ
く
も
り
）

の
醸
成
だ
と
思
う
が
い

か
が
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
13
年
新
潟
県
生

ま
れ
　
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住

-607-

私
の
海
外
旅
行
と
光
が
丘
⑧

海
外
の
旅
か
ら

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者
　

井
上
　
十
三
男

「
世
界
で
一
番
住
ん
で
み
た

い
街
パ
ー
ス
」
と

光
が
丘

夏休みのミニ旅行体験
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